
 

第２回 栗東市地域福祉計画委員会 要点録 

（2024 年 3 月 21 日作成） 

1 会 議 の 名 称 栗東市地域福祉計画委員会ならびに栗東市地域福祉活動計画委員会  

2 会議の開催日時 2024 年 3 月 19 日（火) 午後 1 時半～3 時半 

3 会議の開催場所 コミュニティセンター治田東 大会議室 公開の可否 可・一部不可・不可 

4 事務局(担当課) 社会福祉課 傍聴者数 ０名 

5 

非 公 開の理 由 

（非公開 (会議の一部非

公開を含む｡)の場合） 

 

6 協 議 事 項 

（１） 「第４期栗東市地域福祉計画」に係る令和５年度事業計画（1 月末）の進捗管理 

（２） 「第３次栗東市地域福祉活動計画」に係る令和５年度事業計画（1 月末）の進捗管理 

（３） グループワーク 

7 審 議 等の内 容 別紙のとおり 
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 栗東市地域福祉計画委員会ならびに栗東市地域福祉活動計画委員会 要点録 
（2024 年 3 月 19 日（火）開催） 

開会 

事務局（栗東市）   

定刻になりましたので、栗東市地域福祉計画委員会ならびに栗東市地域福祉活動計画委員会を開

催します。開催にあたりまして、市民憲章を唱和します。 

（市民憲章唱和） 

 

事務局（栗東市）   

健康福祉部長よりご挨拶申し上げます。 

（挨拶） 

 

事務局（栗東市） 

本日の委員会につきましては、19 名の委員のうち 13 名の委員が出席しており、本委員会が成立

していることを報告します。 

 

（１） 公開について 

事務局（栗東市）   

本委員会の傍聴の申し込みはありませんでした。 

しかし、本市では「栗東市附属機関等の会議の公開に関する要領」において会議は基本的に公開

となっております。内容によって非公開に該当する事項がある場合は、協議により公開・非公開の

決定をいただきます。会議を非公開とするのは主として個人情報や財産の保護、事業の意思形成過

程にあるため公開にすることで支障が生じる場合などです。 

この委員会においてはそのような理由に該当する事項がありませんので基本的に公開するもの

と考えられます。また議事録においても同様です。 

つきましては、この会議の公開とすることについてお決めいただきたいと思います。 

委員の皆様、いかがでしょうか。 

（異議なしの声） 

ありがとうございます。 

それでは、本委員会を公開といたします。 

以後の議事進行につきましては、本会の規定により、委員長が議長を務めることとなっておりま

すので、村田委員長様よろしくお願いいたします。 

 

村田委員長 

（挨拶） 

それでは、協議事項に移らせていただきます。 
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（２） 第４期地域福祉計画の進捗管理について 

村田委員長   

協議事項の（１）－①について、事務局より説明をお願いします。 

 

事務局（栗東市） 

（資料２に沿って説明） 

 

村田委員長   

重層的支援体制についてピックアップして発表していただきました。ただ今の説明について、ご

意見やご質問はございませんか。 

 

委員 

資料２の NO１人権啓発紙「みんなの同推協」の発行が９月１日・１２月１日になっていますがこ

れは間違いではありませんか？ 

 

事務局（栗東市） 

ご意見ありがとうございます。取組み計画の欄は９月１日・１２月１日となっておりますが、成

果の欄で記載が９月１日・３月１日に発行したと報告がありましたので記載されております。 

 

委員 

資料２が２部あるのはなぜですか。 

 

事務局（栗東市） 

ご意見ありがとうございます。説明が聞こえにくい部分があったかもしれませんが、今年度の具

体的な取組計画の欄の項目に、『△：例年やっている事業、○：今年やり方を変えた事業、◎：新

たに始めた事業』の記号を記載していただくように各課に照会しました。その記号の確認をした所

誤りがあったため修正版を作成しました。机上に置いてある資料が最新のものになります。 

 

村田委員長   

事前に配布された資料２は、廃棄していただき机上にある３月１８日付の資料を見ていただきな

がら進めていただければと思います。日々の関りの中で気になる箇所があればご質問ください。 

 

委員 

２点質問がございます。NO１９の市内小学校でのスマホ・ケータイ人権教室の件ですがこの取り

組みの小学生の反応、成果がどのようなものがあったのかという事を教えていただきたいです。１

小学校だけの実施ですが今後どのようにされる予定なのか教えていただきたいです。二点目ですが、

NO３９３の要保護児童対策地域協議会実務者会議の部分で、早期発見や適切な連携が出来るように

実施方式を見直しましたと掲載がありますが、どのように見直してどのような成果があったのかお

聞かせいただきたいです。 
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村田委員長   

ありがとうございます。担当課ではないのでどこまでお答えできるかわかりませんがわかる範囲で

よろしくお願いいたします。 

 

事務局（栗東市） 

ご質問ありがとうございます。小学校のスマホ・ケータイ教室の反応と成果と要対協の実務者会議

の実施方式を変えてどのような成果があったかですが、担当課に詳しい内容を聞き取りさせていた

だきまして、３月末の課題ということでご提示させていただきたいと思います。 

 

村田委員長  

進捗管理のご意見に関して、すぐに答えられず、事務局としてもどかしい思いもあるかと思います。 

市によっては、担当課の課長面々が出席いただいて質問無いかもしれませんが計画委員会に参加さ

れ皆さんのご意見を聞いている市もありますので今後の進捗管理の参考にしてください。 

 

事務局（社協） 

 続きまして、協議事項（１）―②「第 3次地域福祉活動計画に係る令和 5 年度事業計画の１月末

時点進捗について」の協議に入るにあたり、社会福祉法人 栗東市社会福祉協議会 平田善之会長、

ご挨拶をお願いします。 

（挨拶） 

 

この議事の進行につきましては、岡野委員長、よろしくお願いします。 

 

岡野委員長  

（挨拶） 

 

それでは、「第 3次地域福祉活動計画に係る令和 5 年度事業計画の進捗について」社協事務局より

説明を求めます。 

事務局（社協） 

説明させていただきます。 

資料３：第３次栗東市地域福祉活動計画 進行表（令和 5年度下半期）は、第３次地域福祉活 

動計画の項目の全てを記載した資料となります。 

資料４：につきましては、資料３のなかから要点となる項目をピックアップした資料となります。 

資料の一部を変更しております。令和５年度の取組みの◎は新規、〇継続、△休止、×終了と記

載させていただきました。成果と課題は◇を成果、◆を課題で示しました。 

今回は、資料４で新規の取組みを中心に、ピックアップ版を使用して、ご説明させていただきま

す。 

（資料４に沿って説明） 

 

（３） 第３次地域福祉活動計画の進捗管理について 
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岡野委員長  

社会福祉協議会らしくて、説明にもありましたが地域福祉を進めるにあたり３つの視点が必要だ

と言われております。①事業がどれくらいできたか②取組の中で意識の高まりが出来ているか③ど

のような関係づくりが進んだかです。この視点を適宜入れて評価をされていることが分かりやすか

ったと思います。ただいま、社協事務局より計画の説明がありましたが、委員の皆様から何かご意

見やご質問ありますか？ 

非常に内容の分かりやすい説明で質問がないようなので村田委員長にお返しします。 

 

村田委員長  

はい。ありがとうございます。行政計画では地域福祉計画と活動計画の説明を聞いていただいたこ

とになります。行政計画にいくつも関わらせていただいているのですが、計画を作っただけで終わ

るというのは、個人的にも、尽力してくださっている委員の皆さんにとっても実体のない話だと思

います。計画したから絶対というわけではありませんが必要に応じて変更を加えながらもこの進捗

管理は意味のあるものだと思いますので改めてみていただいて、またご意見等々ありましたらおっ

しゃってください。この委員会だけが意見を述べる場ではありませんのでそれぞれの事務局にご意

見いただけたらと思います。 

事務局の方、先ほどの質問への補足等ございましたらよろしくお願いいたします。 

 

事務局 

先ほどの委員からのご質問につきまして回答をさせていただきます。資料２の NO１９です。市内小

学校でのスマホ・ケータイ人権教室の児童の反応とその成果につきましてですが、今年度希望があ

ったのは大宝西小学校のみだったので１校のみ開催でした。児童の意見を直接聞いたわけではない

のですが、同行されました人権擁護委員によりますと学習されている子どもたちが引き込まれるよ

うに熱心に勉強されていたそうです。令和６年以降も希望のあった小学校で実施していく予定にし

ているそうです。NO３９３の要対協の実施方式の見直しについてです。年度途中の９月から変更し

ました。今までは個別ケースの報告と協議をしていましたが、連携と繋がりが大切との考えから報

告と協議だけでなく、会議の参加者同士の繋がりが持てるような取り組み、事例検討などを取り入

れました。成果としましては、日頃取り組んでいるお互いの業務を知ることで、チーム作りのしや

すさに繋がったとアンケート結果からもわかりました。業務を知ることはどんなケースワークにも

活かされると考えますと担当課から取組と成果の報告がありました。 

資料２の今年度の成果と課題についてですが、担当からも先ほどありましたように成果と課題が見

えにくいので、今後より具体的な成果を記載させていただいて皆様に提示させていただきたいと思

います。 

 

村田委員長  

ありがとうございます。確かに成果は、日々関わっているものとしては改めて文字にしなくてもと

いうところはあるかもしれませんが、報告の仕方、伝え方などまた検討して頂きたいです。 

協議事項につきましては以上をもって終了させていただきます。では議事進行を一旦、社会福祉課

へお返しします。 

 



5 

 

事務局 

第 1 部進行については、村田委員長様、岡野委員長様ありがとうございました。では、ここから

は第 2 部の意見交換に移りたいと思います。会議の冒頭でも説明いたしましたように、本日はグル

ープを作ってその中でご意見を交換していただきたいと思っています。休憩の間に職員が座席を動

かしますので誠に恐縮ですが荷物を持って席の移動をお願いしたいと思います。ネームプレートに

グループ番号を記載しておりますのでご確認ください。 

 

それでは休憩をはさみグループワークに移りたいと思います。 

再開予定時間は  １４時 ４０分（１０分程度）とさせていただきます。 

グループワーク分けについては、ネームプレートにグループ番号を記載してあります。 

 

≪休憩≫ 
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（４） グループワーク 
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事務局 

村田委員長、岡野委員長、ありがとうございました。また、ご参加いただいた委員の皆様ありがと

うございました。 

来年度からいよいよ、重層的支援推進事業が始まります。この事業は、制度を自治体ごとにどうロ

ーカルフィットさせていくのか、考えていく必要があります。その為には、栗東市の強みを活かし、

課題を考えながら、栗東市と社会福祉協議会は共に誰一人取り残すことのない共生のまちを実現す

るため、地域福祉の推進に取組んでまいりたいと存じます。その上でも、地域福祉計画委員ならび

に地域福祉活動計画委員の皆様から頂くご意見を反映させていきたいと考えております。今回のグ

ループワークは、ひきこもりをきっかけに地域のなかで互いを「知り」「気づき」「つながる」地

域づくりを目指して、住民の皆さんや関係機関の皆さんと一緒に話し合いを重ね、少しずつ取り組

みをすすめていきたいと考えております。ひきこもりの可能性にお気づきの場合は、社会福祉課や

社会福祉協議会の『寄り添い支援ゆっくりっと』にお繋ぎください。 

来年度も、この委員会は開催していく予定ですので、ご理解・ご協力を賜りますようよろしくお

願い申し上げます。以上をもちまして閉会とさせていただきます。本日は誠にありがとうございま

した。 

以上 


